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埋蔵文化財調査センター
ニュースレター

第47号　2024年3月

 海水魚骨特集
　石狩湾の海岸から直線距離で約15km南に位置する構内の遺跡では、海水魚の骨が発見されています。焼けた状

態で遺構に残されていたことによって、他の動物骨とともに、確認できたと考えられます（遺跡で動物骨が残される

理由については、ニュースレター第12号「遺跡出土の動物骨」特集をご覧ください）。

　構内遺跡では、出土動物骨の同定が数多くおこなわれています。特に魚類では、擦文文化でサケの利用が活発

となることとともに、続縄文文化、擦文文化でなぜか海水魚の焼骨が少量みられると指摘されています（江田真毅

ほか「考古学からみた北大キャンパスの5,000年」88頁　2019年刊行）。確認された海水魚の種類、遺構での残り方

を検討すると、利用後の残渣として魚骨が火床に捨てられた様子、骨角器としての利用が推測できます。

　本特集では、構内遺跡で発見された海水魚骨および、その発見遺構を集成して、紹介します。

▲ 海水魚骨が発見された屋外炉址（続縄文末期：約6世紀の粘土層で発見）
K39遺跡北方生物圏フィールド科学センター実験実習棟地点の調査では、標高約10.5ｍの基本層序16層の地層面で、屋外炉址4
基が確認された。そのうちの1基（上の写真：第105号炉址と呼称）では、炉址に堆積していた土壌を採取し、水洗選別する調査
の結果、エイ類の尾棘（ビキョク）1点が、サケ科魚類の椎骨とともに発見された。尾棘には毒があることが知られている。
アカエイの尾棘写真：「ニューワイド　学研図鑑　魚」 株式会社学習研究社　2008年刊行から引用
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発見された尾棘
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▲実線は埋蔵文化財包蔵地範囲、破線は北海道大学敷地範囲。
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された遺構

▲

海水魚骨が確認された動・植物遺存体収集地点（下表の

3）の発見された地層面（続縄文文化前半：約 1世紀）

海水魚骨が発見された竪穴住居址カマド（下表の 1-b）の

平面形写真（擦文文化：約 9世紀）

海水魚骨が発見された炭化物マウンド（下表の 1-d）の遠

景（擦文文化：約 9世紀）

恵迪寮地点で焼けた海水魚骨が発見された

遺構

▲

●4 ●3

●1

海水魚骨の発見地点

●2

地点名 時期 出土遺構 遺構数（基） 種・部位 報告書名 備考

a 擦文中期
焼土・炭化物集積跡

(DB）
1 ニシン科魚類（マイワシ）椎骨 ｻｸｼｭｺﾄﾆ川遺跡（1）1986 北海道大学

b 擦文中期 竪穴住居址（HP）カマド 1 ニシン科魚類（マイワシ）椎骨 ｻｸｼｭｺﾄﾆ川遺跡（1）1986 北海道大学

c 擦文中期 土壙（PIT） 3 ニシン科魚類（マイワシ）椎骨 ｻｸｼｭｺﾄﾆ川遺跡（1）1986 北海道大学

d 擦文中期 炭化物マウンド（DC） 1
ニシン科魚類（マイワシ）椎骨、

フサカサゴ科魚類椎骨
ｻｸｼｭｺﾄﾆ川遺跡（1）1986 北海道大学

a 擦文前期 炉址（HE） 2 ニシン椎骨、ニシン尾椎 K39遺跡第6次調査 2001 札幌市教育委員会

b 擦文前期 焼土粒集中箇所（DB） 1 ニシン耳骨 K39遺跡第6次調査 2001 札幌市教育委員会

c 擦文中期 竪穴住居址(HP）カマド 2 ニシン椎骨ほか K39遺跡第6次調査 2001 札幌市教育委員会

d 擦文中期
竪穴住居址（HP）内

の炉址
1 ニシン耳骨 K39遺跡第6次調査 2001 札幌市教育委員会

e 擦文中期
竪穴住居址（HP）内
の焼土粒集中箇所

1 ニシン尾椎 K39遺跡第6次調査 2001 札幌市教育委員会

f 擦文中期 炉址（HE） 4 ニシン腹椎、椎骨 K39遺跡第6次調査 2001 札幌市教育委員会

g 擦文中期 焼土粒集中箇所（DB） 2 ニシン椎骨 K39遺跡第6次調査 2001 札幌市教育委員会

h 擦文中期 炭化物集中箇所（DC） 1 ニシン椎骨 K39遺跡第6次調査 2001 札幌市教育委員会

i 擦文後期 炉址（HE） 1
エイ目の尾棘、
ニシン椎骨

j 擦文後期 炉址（HE） 2 ニシン椎骨 K39遺跡第6次調査 2001 札幌市教育委員会

3 K39遺跡 ゲストハウス地点 続縄文前半
V-1層

動・植物遺存体収集地点-1
1 ニシン科魚類(?)椎骨 北大構内の遺跡10 1995 北海道大学

その他の遺構と位
置づけ

4
K39遺跡

北方生物圏フィールド科学センター
実験実習棟地点

続縄文末期 炉址（HE） 1 板鰓亜網(エイ類）尾棘 北大構内の遺跡29 2023 北海道大学埋蔵文化財調査センター

番号

1 K39遺跡 恵迪寮地点

2 K39遺跡 エルムトンネル地点

※HP（竪穴住居址）、HE（炉址）、DB（焼土粒集中箇所）、DC（炭化物集中箇所）、PIT（土壙）と略記する．

カマド位置



ニシンの特性
ニシン科魚類のニシンは、北海道の日本海側（石狩湾など）

などでみられる海水魚です。体長は、約12年で約36cmになります。

普段は、海水の上層部から水深約100mの範囲までを群れで回

遊している一方、産卵期である冬季から春季にかけては、海の

沿岸で海藻に雌が産卵します。ニシン卵の受精の際の様子は、

「群来」と呼ばれています。

遅くとも18世紀にはカズノコ、干物などの加工・利用があった

ことが知られています。

▲ ニシンが群れで回遊する様子

ニシンは、魚体の側面および腹面が銀色で、背鰭の周辺が黒色である。

佐藤長明ほか，2022，北の磯魚生態図鑑．北海道大学出版会から引用

尾棘製の骨角器
縄文文化の本州の遺跡では、エイ類の尾棘製の骨

角器が発見されています。

群馬県不動穴洞穴（下写真の左）では、縄文文化

草創期から中期の土器片が確認された地層で、尾棘

製のヤス状刺突具（下写真の右）が見つかっていま

す。ヤス状骨角器の基部では両側からえぐられた加工

痕があり、柄に取り付けられる際の痕跡と考えられま

す。

▲群馬県不動穴洞穴の様子（左写真）、骨角器（右写真）
骨角器はヤス状刺突具（長さ7cm、最大幅6mm、厚さ2.5mmの大きさ）である。

不動穴洞穴団体研究会，2022，不動穴洞穴発掘調査報告書から引用。

海水魚骨が発見された遺構

構内遺跡で確認された遺構では、動物骨が残されているこ

とが多く、破片となった動物骨の同定が実施されています。動

物骨の同定が実施された遺構の総数359基の内、続縄文文化

で2基、擦文文化で23基の遺構で海水魚類の骨（エイ類、ニ

シン科魚類もしくはニシン）が確認されています（右図）。

続縄文文化では炉址からエイ類の尾棘１点が発見されて

いる一方、擦文文化では炉址、竪穴住居址のカマド・炉址で、

ニシン科魚類（もしくはニシン）、エイ類の尾棘１点がみられ

ます（2頁表を参照）。

炉址、竪穴住居址のカマドでは、火床の直上に堆積した土

壌で海水魚類の焼骨の集積が著しいことから、調理などに利

用した後、海水魚類の骨を含む残渣が火処に廃棄されていた

可能性があります。

動物骨の同定が実施された遺構を集計し、それらの内で海水魚骨が発見された

遺構の数、種類を円グラフで示した。

海水魚骨が確認された遺構の種類と数量　　▶

続縄文文化

１1

擦文文化
９

５

４

３

２

炉址 焼土粒集中箇所

土壙竪穴住居址内施設
（カマド・炉址など）

炭化物集中箇所

その他
（動・植物遺存体収集地点）

分析した遺構 95 基

の内、2基で確認

　　　N=2

分析した遺構 264 基

の内、23 基で確認

　　　N=23
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北海道大学埋蔵文化財調査センターニュースレター第47号　編　集　後　記

構内の遺跡に海水魚骨が発見された遺構がいくつ

かあるとわかり、今後の遺跡調査で注目していく点が得

られました。

細かい破片となった動物骨の同定分析では、遺構の

調査時に慎重さがより必要であること、積み重ねること

で明らかになる現象が隠されていると感じました。　

（守屋）

当センターの活動紹介ホームページ

北海道マガジン「カイ」ホームページにおい

て、当センターが特集されています（アドレス

htt p s:// k a i- h o k k a id o .c o m /fe a -

ture_vol51/）

是非、ご覧ください。

▲当センターが紹介された web サイト画面
提供：株式会社ノーザンクロス

第 13回遺跡調査成果報告会の開催

2024（令和6）年3月9日（土）の午後に、本センターが主催

する調査成果報告会を実施しました。第13回目となる本イベ

ントでは、69名の参加者に対し、構内遺跡の調査成果、土

器、ガラス製品、黒曜石製石器にみられるモノの移動がシン

ポジウム題材として発表されました。

▲会場の様子

海外のニシン料理

日本でのニシン科魚類（ニシンなど）の利用があるように、欧

米、北欧の国 で々も様 な々ニシン料理がみられます。

ドイツのベルリンでは、ニシンの酢漬けを使い、飽きがないよ

うに工夫した料理があります。レタス、玉ねぎのスライスを添える

とともに、調理したニシンの半身を長いロールパンに挟みこんだ

サンドイッチ（右写真）は、ビールとともに食べることが人々の楽

しみとなっています。

ニシンは、扱いやすく、親しみのある食材のようです。

ドイツのベルリンで食べられているサンドイッチ料理
キャーシー・ハント，龍和子訳，2018，ニシンの歴史．「食」の図書館，株式会社原書房

から引用。

▲




